
Ⅰ 栄える「都」をつくる

～奈良県経済の好循環を促し、働きやすく、

就業しやすい奈良県にする～
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令和５年３月「新しい時代の地域資本主義に基づき活力ある
持続可能な経済と社会の実現を図る条例」制定予定

Ⅰ 栄える「都」をつくる １ 地域経済活性化

(１) 新しい時代の地域資本主義の推進
Ｒ５予算案 20,000千円

③ 官民で経済・景気状況を共有・分析、情報発信

１． リーディング産業の創出・育成 （18,283千円）

２． 経済情勢の共有・分析 （1,717千円）

① 県産業の実態把握
企業等へのヒアリング調査、先進事例の収集・分析

② 条例に基づく基本計画（経済発展戦略）の策定

テーマ 内容 令和４年度 令和５年度 令和６年度～

1.リーディン
グ産業の創
出・育成

〇条例に基づく基本
計画の策定
〇新たな需要の喚
起につながり、県
経済の発展を担え
る可能性のある産
業分野の調査・検
討

2.経済情勢
の共有・分
析

〇条例に基づく会議
体を設け、関係機
関と地域における
経済情勢に関する
情報を共有・分析

企業誘致・研究機関連携・
スタートアップ企業の創出 等

基本計画(経済発展戦略)
に基づく施策の実施

基本計画（経済発展戦略）
策定
成長産業創出促進基礎調
査の実施
（県産業の実態を把握）

地域経済情勢に関する情報を共有する会議の開催

基本計画の内容を反映

条

例

制

定

〈問い合わせ先〉
産業・観光・雇用振興部 産業政策課 西川課長補佐（内線３５８２） 10



Ⅰ 栄える「都」をつくる １ 地域経済活性化

(２) 工場誘致・工業ゾーンの創出
Ｒ５予算案 2,125,417千円
債務負担行為 3,200,000千円

工場、研究所等の新たな立地又は機能強化を行う企業に対し補助

① 国内回帰等立地促進補助金

②企業立地促進補助金

③企業定着促進補助金

④ データセンター立地促進補助金

⑤地方拠点強化促進補助金

⑥企業が集まるフェアへの参加、大阪での商談会の開催 等

⑦企業立地の潜在力が高い候補地において、産業用地の創出を目指す市町村への支援

・実現可能性調査

・基本計画の策定

⑧産業用地を創出する市町村に対し、アドバイザーを派遣

⑨京奈和自動車道御所ＩＣ周辺において、

中南和地域の通勤圏内での雇用機会を創出する工業団地を整備

・第１期企業募集の開始

・埋蔵文化財調査、用地買戻し 等

〈問い合わせ先〉
産業・観光・雇用振興部 ①～⑥企業立地推進課 加護野課長補佐（内線３５８５）

⑦～⑨企業立地推進課 宮田課長補佐（内線３５６２）

企業誘致活動の様子（企業立地セミナー）

（仮称）御所ＩＣ工業団地

１．誘致活動の強化 （1,018,207千円、R6～9債務負担行為 3,200,000千円）

２．産業用地の創出 （1,107,210千円）

御所IC

産業集積地
（計画地）

（１）企業立地促進補助 （1,000,000千円、R6～9債務負担行為 3,200,000千円）

（２） 企業誘致営業力の強化 （18,207千円）

（１）市町村における産業用地創出の支援 （25,810千円）

（２）（仮称）御所ＩＣ工業団地の整備 （1,081,400千円）

①②について
働きやすい職場づくりに関する認証制度の取得に対し最大１百万円を加算
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Ⅰ 栄える「都」をつくる １ 地域経済活性化

（３） 県内産業への研究開発支援の強化
Ｒ５予算案 107,353千円
債務負担行為 100,000千円

①「第２期中期研究開発方針」に基づく研究開発

「ミッション型研究開発」先導的な研究を実施し、グローバルニッチトップ企業を創出

「サポート型研究開発」 企業の技術課題・ニーズに対応した研究と実用化

②企業・大学との連携によるオープンイノベーションの推進

③先進的技術開発を行う製造業者への支援

補助率：2/3、補助上限額：1億円/1件（3年間の合計額）

既採択テーマ ： R２新しい糖質素材の開発

R３ 超音波ガイド下手術・手技器具の開発

R４ 環境に優しい低炭素建材の創出

＜問い合わせ先＞①～②、④～⑥産業・観光・雇用振興部 産業振興総合センター 澤島部長（０７４２－３３－０８６３）
③ 産業・観光・雇用振興部 産業振興総合センター 大浦課長（０７４２－３３－０８１７）
⑦～⑧ 産業・観光・雇用振興部 産業政策課 西川課長補佐（内線３５８２）
⑨～⑩ 医療政策局 薬務課 吉田課長補佐（内線３１７１）

④県内企業のＤＸ化導入に関する技術指導

⑤ならAIラボセミナーを通じた
DX化に関する情報提供

⑥対面方式の実技実習等を
通じ、解析シミュレーション
等を行う高度IT技術者を育成

⑦公設試を統合する本部を設置し、公設試間の連携を強化

公設試間の事業内容説明会

若手研究員による研究成果発表会

⑧公設試の認知向上イベント

研究成果発表会キハダを使用したレモンキャンディ

２．研究開発への事業者支援

（86,860千円、R6～8債務負担行為 100,000千円）
３．県内産業のＤＸ化を推進 （1,800千円）

４．研究統合本部の運営 （1,890千円）

１．奈良県産業振興総合センター中期研究開発方針の推進 （3,000千円）

オンラインによるサポート

ならAIラボ

⑨医薬品の研究開発支援、品質確保の研究及び
薬用作物の研究

⑩ 新 薬事研究センターのあり方検討
「奈良県の薬業振興と薬事研究センターあり方
懇談会」を開催し、薬事研究センターの基本
構想を策定

５．薬事研究センターにおける研究開発
（13,803千円）

大和当帰を含む
眼精疲労対策製剤大和当帰の根
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Ⅰ 栄える「都」をつくる １ 地域経済活性化

（４） 漢方のメッカ推進プロジェクト
Ｒ５予算案 37,271千円

１．生産から販売までの一貫的な取組

ステージ１

生薬の供給拡大

ステージ１

生薬の供給拡大

ステージ２

漢方薬等の研究･臨床

ステージ２

漢方薬等の研究･臨床

ステージ３

漢方薬等の製造

ステージ３

漢方薬等の製造

ステージ４

漢方薬等の販売促進

ステージ４

漢方薬等の販売促進

ステージ５

漢方の普及

ステージ５

漢方の普及

生産の振興

薬草栽培研究 漢方外来

薬効の研究 漢方派生品等の製品化

マッチング推進 バイヤーとのマッチング

海外消費者への販路拡大 各種イベントへの出展

日本薬粧美研購２（写真提供：鄭世彬）

２．各ステージの取組

セミナー等の開催

〈問い合わせ先〉
④⑥（漢方関連商品関連）⑦ 産業・観光・雇用振興部 産業政策課 西川課長補佐（内線３５８２）
⑤ 産業・観光・雇用振興部 産業振興総合センター 立本統括主任研究員（０７４２－３３－０８６３）
③④⑥（漢方薬関連） 医療政策局 薬務課 吉田課長補佐（内線３１７１）
①② 食と農の振興部 農業水産振興課 井上課長補佐（内線３８４３）

（１）薬用作物の栽培者への支援 （7,134千円） （２）薬用作物の研究・臨床 （4,212千円）

（３）薬用作物を使用した商品の開発 （12,567千円）

（４）薬用作物を使用した商品の販路開拓支援 （6,486千円）

（５）漢方薬等の認知度向上 （6,872千円）

①研究成果を活用した技術実証圃の設置
②安定生産等に向けた栽培方法の研究

③薬用作物の新たな含有成分の調査・科学的検証

⑥大規模見本市への出展や販売会の開催

④消費者ニーズの高い生薬製剤等の開発
⑤薬用作物を使用した食品等の普及、
機能性成分の効果的な活用のための研究

ヤマトトウキの実証圃 薬事研究センター
での調査研究

薬用作物を使用した製品
（左：うどん 中：コーヒー 右：シロップ）

⑦ 漢方の魅力を発信する旅行商品造成のための
ファムトリップの実施
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⑥首都圏での奈良の食のＰＲ強化
県産食品の掘り起こし、テストマーケティング及び
ブラッシュアップ、奈良の食の知名度向上

⑦首都圏における県農産物のセールス活動

⑧県産材の建築関係者等へのセールス、ＰＲイベント等

⑨ 県産材の市場環境の変化へ適応するための
マーケティング分析

⑩東京国際ギフトショーへの出展支援
首都圏でのバイヤー発掘、商談後のフォローアップ

⑪ＥＣトップランナー事業者の育成、
デジタルマーケティングセミナー等

①ジェトロ奈良貿易情報センターと連携した支援

②大規模商談会の奈良県ブースの出展、小売店での販売会

③食品産業の輸出向けＨＡＣＣＰ等対応施設の整備を支援

④ フランス・パリのセレクトショップにおいて県内企業による

県産品のテストマーケティングを支援

⑤海外展開分野のリーディングカンパニーの表彰・PR

Ⅰ 栄える「都」をつくる １ 地域経済活性化

(５) 県産品の海外販路、国内販路の拡大

〈問い合わせ先〉
①②④⑤⑩⑪産業・観光・雇用振興部 産業振興総合センター 大浦課長（０７４２－３３－０８１７)
②③⑥⑦食と農の振興部 豊かな食と農の振興課 福永課長補佐（内線３８１８）
⑧⑨水循環・森林・景観環境部 奈良の木ブランド課 石川課長補佐（内線３９６１）

Ｒ５予算案 325,941千円

フランス・パリのセレクトショップ
テストマーケティングイメージ

デジタルマーケティングセミナー東京国際ギフトショー(2022)奈良県ブース

１．海外への販路拡大 （289,260千円）

２．首都圏等への販路拡大 （36,681千円）

首都圏での県農産物のセールス 県産木材のPRイベント

インドネシアでの
奈良県ブースの出店
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Ⅰ 栄える「都」をつくる １ 地域経済活性化

（６） 売る力の強化・商店街活性化
Ｒ５予算案 11,250千円

〈問い合わせ先〉
産業・観光・雇用振興部 産業振興総合センター 扇殿課長（０７４２－３１－９０８４）

①ブランドアドバイザーによる指導
ブラッシュアップミーティングを実施

②東京、大阪での展示会の開催（TEIBAN展）

③松屋銀座との店舗運営連携

④専門家を交えたブラッシュアップ、フォローアップ

⑤商業力向上セミナーの開催

⑨「商店街とまちづくりセミナー」の開催
参加商店街：奈良もちいどのセンター街協同組合

郡山柳町商店街協同組合 他

⑩商店街の活性化に関する相談会等の開催

⑥奈良の魅力を伝える商品開発に必要な経費を補助

⑦専門家による商品開発のアドバイス等を実施

⑧なら歴史芸術文化村で伝統工芸品のワークショップを
開催し、伝統工芸品への需要を喚起

１． 「奈良ブランド」の開発支援 （3,082千円）

TEIBAN展

２． SPA店舗運営支援 （1,868千円）

商業力向上セミナー

３． 魅力ある県産品の販売促進 （5,300千円）

生薬を配合した入浴剤 麻布を使ったコーヒードリッパー

４． 商店街活性化の仕組みの創出 （1,000千円）

「商店街とまちづくりセミナー」
ワークショップ

地域事業計画研究会

※ＳＰＡ：企画・製造・小売までの一貫したビジネスモデル

松屋銀座との連携店舗
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Ⅰ 栄える「都」をつくる ２ 地域雇用戦略

(７) 地域雇用政策の推進

令和４年３月「地域における多様な人材の育成、就労の促進及び再就職の支援に関する条例」制定

③企業の多様な能力ニーズにきめ細かく対応できる人材をオンライン研修を通じて育成
④オンラインでの学び直し等を通じたキャリアアップ支援

〈問い合わせ先〉 産業・観光・雇用振興部 ①、②、⑦～⑩、⑮～⑲外国人・人材活用推進室 吉田室長補佐（内線３５７２）
③～⑥、⑪～⑬雇用政策課 糸谷課長補佐（内線３５７１）、⑪地域産業課 吉村課長補佐（内線３５１３）、

福祉医療部 ⑭障害福祉課 森課長補佐（内線２８３２）

Ｒ５予算案 740,737千円
債務負担行為 128,852千円
Ｒ４・２月補正予算案 57,000千円

（１）主体的な職業選択の支援 （23,603千円）

（４）外国人労働者相談体制等の充実 （5,653千円）（３）生活面の支援 （59,997千円）

⑧県内企業による大学生のインターンシップ

⑦地域若者サポートステーションの臨床心理士による支援

⑨民間企業での就労訓練

⑯在留外国人労働者の相談窓口設置

(奈良労働会館、中和労働会館）

⑰外国人雇用専門相談員による県内

企業の外国人材受入支援

⑭障害者の就業面・生活面での

一体的支援

⑮東京圏から移住する求職者等に

支援金を支給

⑬ 県内企業の働き方改革の推進

⑪働きやすい職場づくりに積極的に
取り組む企業の支援

⑩保護観察対象者の県直接雇用

外国人相談窓口チラシ

社員・シャイン表彰制度

障害者就業・
生活支援センターでの面談

県庁版
ハローワーク

（１）オンラインを活用した職業訓練（リカレント教育） （Ｒ４・２月補正 57,000千円）

（２） 学齢期における職業体験 （3,000千円）

⑤県内小中学校を訪問し、職業体験会を開催

①条例に基づく奈良県地域雇用推進協議会での関係機関との連携

②就職氷河期世代、既卒者、外国人、高齢者等の多様な人材の活用のためのセミナー等の開催

（２）多様な人材の特性への対応 （40,292千円）

⑫育児休業の取得促進

（３） 職業訓練（531,759千円 R6～7債務負担行為 128,852千円）

⑥高等技術専門校、民間教育訓練施設での職業訓練

⑱求人求職のマッチング、就業相談を行う県庁版ハローワークの運営

⑲高度専門人材の就労あっせん、起業支援を行う
就労あっせん・起業支援センターの運営

３．就労の促進 （129,545千円）

４．再就職の支援 （71,133千円）

１． 条例に基づく地域雇用戦略の推進 （5,300千円）

２．多様な人材の育成 （534,759千円、Ｒ４・２月補正 57,000千円、債務負担行為128,852千円）
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Ⅰ 栄える「都」をつくる ２ 地域雇用戦略

（８） 奈良県版働き方改革の実践

〈問い合わせ先〉
産業・観光・雇用振興部 ①～⑨雇用政策課 糸谷課長補佐（内線３５７１）、④地域産業課 吉村課長補佐（内線３５１３）、

⑭～⑯産業政策課 西川課長補佐（内線３５８２）
総務部 ⑩⑬行政・人材マネジメント課 北風課長補佐（内線２１９０）、

⑪総務厚生センター 家元所長補佐（０７４２－２７－８３５４）、⑫管財課 足立課長補佐（内線２３３３）

Ｒ５予算案 330,567千円
債務負担行為 54,904千円
Ｒ４・２月補正予算案 6,836千円

①取組企業を県ＨＰ・情報誌等で紹介
②取組内容が優れている企業の表彰
③労働・雇用相談
④制度融資（働き方改革推進企業等
応援資金）

⑥オンラインセミナーの開催
⑦相談窓口の開設
⑧事業所への専門家派遣
⑨好事例の横展開

⑭企業等へのヒアリング調査、

先進事例の収集・分析

⑮条例に基づく基本計画（経済発

展戦略）の策定

⑯官民で経済・景気状況を共有・

分析、情報発信

⑤育休取得から半年後に減額となる
育児休業給付金について、減額分
を上乗せ支給する事業者を支援

（１）働きやすい職場づくりに積極

的に取り組む企業の支援

（9,458千円）

（２）育児休業の取得促進
（24,234千円）

（３） 県内企業の働き方改革の
推進 （6,600千円）

（５） リーディング産業の創出

・育成 （18,283千円）

1. 令和４年３月「地域における多様
な人材の育成、就労の促進及び
再就職の支援に関する条例」
制定 （40,292千円）

2. 令和５年３月「地域において良い
人材を集め育成することを目指
した良い職場づくりの推進に関す
る条例」制定予定

（270,275千円、
債務負担行為 54,904千円、
R4・2月補正予算案 6,836千円）

3. 令和５年３月「新しい時代の地域
資本主義に基づき活力ある持続
可能な経済と社会の実現を図る
条例」制定予定 （20,000千円）

（６） 経済情勢の共有・分析

（1,717千円）

雇用環境・労働安全衛生・経済発展に関する３つの条例を制定し、県経済の持続的な発展と、

全ての県民がその恩恵を受けられる社会の実現を目指す

（４）県庁における良い職場づくり
の推進

⑩勤務時間適正管理システム導入

⑪総合メンタルヘルス対策や

職場復帰支援の強化

⑫Well-beingなオフィス環境の導入

⑬デジタルパブリシティ等による

多様な人材の確保
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⑥奈良の意欲ある担い手育成支援
県庁・農林振興事務所に農業参入に対するワンストップ相談窓口を設置

⑦農業分野における職場体験実習
障害のある人と農業者の相互理解を促進

Ⅰ 栄える「都」をつくる ２ 地域雇用戦略

(９) 障害者雇用対策の推進

①就労連携コーディネーターを県庁に配置
企業への訪問及び実習依頼、支援機関との調整等

②障害者はたらく応援団ならを奈良労働局と共同運営
障害者雇用に積極的に取り組む企業等を登録

③障害者就業・生活支援センターを運営（障害福祉圏域ごとに１箇所・５圏域）

④精神障害者・発達障害者雇用企業のサポート
精神保健福祉士などの専門家を雇用促進コーディネーターとして配置

⑤県庁施設外就労の実施、授産商品の商品力強化、優先調達の拡大

⑧農福連携コーディネーターを県庁に配置
仕事を求める障害者就労施設と人手を求める
農業者のマッチングを支援

⑨農業者研修及び農作業委託支援
農業者への研修と農業者の作業委託試行を支援

⑩農福連携マルシェと専門家派遣等

＜問い合わせ先＞ ①～⑤、⑦、⑧、⑩福祉医療部 障害福祉課 森課長補佐（内線２８３２）
⑥、⑨食と農の振興部 担い手・農地マネジメント課 藤井課長補佐（内線４０２１）

Ｒ５予算案 55,951千円

１．障害のある人の就労支援（48,903千円）

２．農業における障害のある人の就労支援（7,048千円）

障害者雇用優良事業所等知事表彰

農業職場体験実習（梅農家）

農福連携マルシェ
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